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このたびの「研究紀要」第 48 号では、2 学部 5 学科の先生方からの論文を掲載する
ことができました。研究成果を通して私たちの大学の特徴や姿勢を知っていただくう
えでは大変喜ばしいことと感じています。「研究紀要」の編集では、閲読制度を設け、
それをもとに採否の決定や原稿内容の加除・修正を求めたりしています。閲読では執
筆要領に従っているか、誤記があるかなどにとどまらず、独創性や論理性・客観性な
どからコメントが付されることもあり、「研究紀要」の質を高めていただいています。
このように質を担保していただきながら、大学の研究紀要ならではの良さもさらに強
化できればと願っています。萌芽的あるいは学際的な内容や研究者が少ない領域な
ど、現存する学会誌などへの投稿が難しい場合もあるかもしれません。「研究紀要」を
通して、本学らしさにあふれる研究成果を社会に発信するとともに、新たな研究を育
てることが出来るような「研究紀要」のあり方について、さらに議論が重ねられれば
と思います。
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